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自ら学び、考えを表現するとは 
                                         副校長  髙橋 克典 

先日は保護者会、学校公開に来校いただき
ありがとうございました。  
４月に入学した１年生も元気に登校する姿

が見られ、富谷小学校の一員として馴染んで
きた感じがします。  
さて、今年度の富谷小学校の重点教育目標

は「自ら学び、考えを表現する子」になっていま
す。  
「自ら学び、考えを表現する」ためには、「自

分の考えをもち」「表現の方法を考える」こと
が必要だと、個人的に感じています。例えば、
算数の計算で、  
①  ２×３＋２６＝３２  
②  ２×３＋２６＝６＋２６  

        ＝３２  
この２つの書き方には違いがあって、①は暗  

算で計算したことが分かる書き方であり、②は
どこから計算したのか、過程が明確になった書
き方です。この２つを比較すると、②の書き方
が相手に伝わりやすい書き方（表現）と言えま
す。しかし、②のような書き方をする子供はなか
なかいません。  
算数の計算を例にしましたが、「自分の考え

を相手にどのように伝えるか」「そのためには
どのような方法があるのか」という２つの要素
を考えることが必要であり、今年度の教育目
標につながってきます。国語にしろ、算数にしろ、
教科の学習だけでなく、日常生活の中でも今
後必要なことだと考えます。これは対話的に学
習を進めるためにも必要です。  
子供たちは普段の授業の中で、先生だけで  

 

なく、友達とも対話しながら学習しています。自
分の考えの伝え方を考える際には相手意識も
必要です。「１年生には難しい言葉を使わずに、
簡単に説明しよう。」「絵も付けると分かりやす
いかも。」「そのためには画用紙も必要だ。」
「いや、タブレットも使いたい！」高学年の子供
たちは柔軟な発想で表現方法を考えます。もし
かしたら、「自分の考えを表現する」ということ
は、なかなかに難しいことなのかもしれません。  

 
５月の末にはスポーツフェスティバルが行わ

れます。子供たちは体全体を使って演技をしま
す。これも 1 つの表現の方法です。  
子供たちがスポーツフェスティバルにどのよ

うな気持ちで取り組むのか、何を表現したいの
か、教員たちもサポートしてまいります。保護者
の皆様には児童の健康管理や持ち物にご協
力いただくことになると思いますが、実行委員
会が中心に考え、考えを表現するスポーツフェ
スティバルです。ご協力よろしくお願いします。  

自転車での来校について 
  自転車での来校は行事の時を含めて禁

止しております。正門前の公園(上原児童遊

園)や富谷図書館等への駐輪は付近にお住

いの方へのご迷惑にもなりますのでお止め

ください。  

やむをえず自転車で来校した際は代々木

八幡ガード下の駐輪場等を使用するように

してください。  

  ご協力をお願いします。  

渋谷区立 

富谷小 

学校通信 

「子供×大人の対話」を行って  

   ４月初めに行った「子供×大人の対話」にた
くさんの保護者の皆様にご参加いただき、あり
がとうございました。  
 子供たちからは、「最初にゲームをしたので
緊張がほぐれて話しやすくなった」、「自分と違
う考えを聞けてよかった」、「家の人たちの考え
が聞けてよかった」、「こういうクラスにしていき
たいという気持ちは、自分たちも家の人たちも
似ていた」という振返りが多くありました。ま
た、「時間が短くてあまり考えを深められなか
った」という次回の計画につながる振返りもあ
りました。  
 参加した保護者の方々からも、「学級の様子
や子供たちの様子が具体的に分かり、安心に
つながった」、「保護者も傍観者ではなく当事
者として参加でき、有意義であった」というよう
な感想を多数寄せていただきました。また、時
間配分や途中参加の方への配慮、学年に応じ

 参加した保護者の方々からも、「学級の様子
や子供たちの様子が具体的に分かり、安心に
つながった」、「保護者も傍観者ではなく当事
者として参加でき、有意義であった」というよう
な感想を多数寄せていただきました。また、時
間配分や途中参加の方への配慮、学年に応じ
たテーマ設定や事前予告など、運営面へのご
意見もいただきました。次回の計画に生かして
いきたいと思います。  
 今回の対話が、学級・学校と保護者の皆さん
の相互理解とつながりを生むきっかけになって
いたらうれしいです。  

 


